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就
学
通
知
書
の
確
認
を

　

入
学
式
の
当
日
、
就
学
通
知

書
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
就
学
通
知
書
は
昨
年

十
一
〜
十
二
月
に
各
家
庭
に
送

付
し
ま
し
た
。
小
学
校
に
入
学

　
子
ど
も
た
ち
の
期
待
に
満
ち
た
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
勉
強
も
遊
び
も
力
い
っ
ぱ
い
で
き
る
よ
う
今

か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

す
る
児
童
に
は
各
家
庭
に
郵
送

で
、
中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒

に
は
、
現
在
通
学
し
て
い
る
小

学
校
か
ら
直
接
渡
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
が
届
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
特
別
な
理
由
で
通

知
さ
れ
た
以
外
の
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
し
た
り
す
る
場
合
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

　

新
入
生
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
学
校
を
好
き
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

先
生
を
信
頼
し
、
友
達
と
仲

良
く
す
る
こ
と
や
人
に
優
し
く

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
お
子
さ
ん

に
教
え
て
く
だ
さ
い
。
大
好
き

な
先
生
や
友
達
が
い
る
学
校

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
き
っ
と

楽
し
い
場
所
に
な
り
ま
す
。
そ

　
も
う
す
ぐ
一
年
生

う
な
れ
ば
学
校
を
好
き
に
な

り
、
意
欲
も
自
然
に
わ
い
て
き

ま
す
。
周
り
の
大
人
が
手
本
に

な
っ
て
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
や
「
は
い
」
と
い

う
返
事
も
元
気
に
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
環
境
へ
の
不
安
は
取

り
除
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

虫
歯
な
ど
を
早
め
に
治
療
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

生
活
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
よ
う

　

早
寝
早
起
き
、
朝
食
、
用
便

な
ど
毎
日
の
生
活
習
慣
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
さ
せ
、
衣
服

の
着
脱
と
後
片
付
け
が
一
人
で

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
小
学
生
に
な
る
と
行

動
範
囲
が
広
が
る
た
め
、
交
通

事
故
や
不
審
者
に
よ
る
被
害
な

ど
が
心
配
で
す
。
通
学
路
を
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
歩
い
て
、
学

校
ま
で
の
所
要
時
間
や
危
険
な

場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
学
校
で
気
持
ち
良
く
生

活
す
る
た
め
に
は
、
集
団
生
活

の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
話
は
静
か
に
最
後
ま
で

聞
く
こ
と
、
他
人
の
嫌
が
る
こ

と
は
し
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
家
庭
で
も
話
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

し
か
る
よ
り
励
ま
し
て

　

入
学
は
新
し
い
世
界
へ
の
出

発
で
す
。
学
校
生
活
に
慣
れ
る

ま
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
毎

日
が
緊
張
の
連
続
で
す
。
子
ど

も
の
ス
ト
レ
ス
も
考
え
て
、
話

を
じ
っ
く
り
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
褒
め
る
こ
と
も
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
時
に
は
し
か

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
褒
め

て
励
ま
す
こ
と
は
、
子
ど
も
の

気
持
ち
を
和
ら
げ
、
や
る
気
に

さ
せ
ま
す
。

心
配
事
は
相
談
を

　

学
校
生
活
な
ど
で
心
配
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
学
校
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
学
校
以
外
に
次
の
窓
口

も
利
用
で
き
ま
す
。

〈
教
育
相
談
〉

（
７
３
）４
６
３
９
FAX（
７
３
）

４
６
４
９

と
き　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

と
こ
ろ　

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

学
校
教
育
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
５
２
１
指
導
担

当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

新しい生活がスタートします

小学校では楽しいことがいっぱい



広報さむかわ　2009. 3.3

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
が
、
二
月
八
日

に
十
一
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、

開
票
の
結
果
、
新
し
く
十
八
人

の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
四
年
間
、
町
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
、
町
政
に
携
わ

り
ま
す
。

　

今
回
の
投
票
率
は
、五
十
五・

六
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
前
回
よ
り

〇
・
九
八
ポ
イ
ン
ト
増
え
ま
し

た
。
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

町
で
は
、
経
済
的
な
事
情
で

お
子
さ
ん
の
学
校
生
活
が
困
難

な
家
庭
に
対
し
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
、
学
校
で
か
か
る

費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま

す
。

対
象
世
帯　

●
生
活
保
護
を
受

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
７
４
）
１
１
１
１
内
線

５
６
１
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

け
る
世
帯
に
準
ず
る
●
町
の
税

金
等
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ

れ
て
い
る
●
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
●
経
済
的

な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
ど

※
援
助
内
容
・
手
続
き
方
法
に

つ
い
て
は
通
学
し
て
い
る
学
校

　納付が困難になった人などで、通常の業

務時間に相談できない人はご利用くださ

い。

　納め忘れた保険料の納付もできます。

〈夜間納付相談〉

とき　３月16日（月）〜19日（木）午後

７時まで

〈休日納付相談〉

とき　３月22日（日）午前９時〜午後３

時

ところ　保険年金課

保険年金課 （７４）１１１１内線

１２４国保担当FAX（７４）５６１３

国民健康保険料
夜間納付相談

新
町
議
会
議
員
決
ま
る

ご
存
じ
で
す
か

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

就
学
援
助
制
度

ま
た
は
学
校
教
育
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
５
２
４
学
事
担

当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

得票順位 氏　名 党　派 得票数 結　果

1 小澤　千明 無所属 1,402 当

2 及川　栄吉 無所属 1,300 当

3 藤澤喜代治 無所属 1,293.448 当

4 齋藤　恒雄 無所属 1,167 当

5 太田眞奈美 公明党 1,162 当

6 早乙女　昭 無所属 1,151 当

7 三堀　清廣 民主党 1,144 当

8 古山　大二 無所属 1,071 当

9 村田　桂子 日本共産党 1,053 当

10 栁下　雅子 社会民主党 1,040 当

11 関口　光男 公明党 970 当

12 黒澤　善行 公明党 960 当

13 喜多村　出 日本共産党 933 当

14 小畠　栄子 公明党 927 当

15 佐藤　美鈴 神奈川ネット
ワーク運動 894 当

16 杉﨑　隆之 自由民主党 848 当

17 藤澤　輝夫 無所属 819.551 当

18 海老根照子 日本共産党 805 当

19 細川　京三 日本共産党 708

20 石黒　宏平 無所属 677

21 松田　健一 無所属 642

当日有権者数 38,038人

男 19,373人

女 18,665人

投票をした人 21,158人

男 10,362人

女 10,796人

有効投票数 20,966.999票
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狂
犬
病
を
蔓ま
ん

延え
ん

さ
せ
な
い
た
め
に

の
お
知
ら
せ

を
実
施

生
活
を
応
援
し
ま
す

緊
急
経
済
対
策

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年

一
回
、
四
〜
六
月
の
間
に
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
飼
い
主

に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
生
後
九
十
一
日
以
上

の
犬
を
対
象
に
、
狂
犬
病
予
防

注
射
と
登
録
を
下
表
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
集
合
注

射
会
場
で
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
会
場
で
注
射

が
受
け
さ
せ
ら
れ
な
い
場
合
は

動
物
病
院
で
必
ず
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

登
録
し
て
い
る
犬
を
飼
っ
て

い
る
人
（
継
続
）

持
ち
物　

愛
犬
手
帳
、
予
防
注

射
通
知
書
（
は
が
き
）

※
は
が
き
は
三
月
下
旬
に
発
送

し
ま
す
。

費
用　

一
頭
に
つ
き
三
千
五
百

円登
録
の
な
い
犬
を
飼
っ
て
い

る
人
（
新
規
）

費
用　

一
頭
に
つ
き
六
千
五
百

円

　

世
界
的
な
経
済
不
況
が
続

く
中
、
町
で
も
一
層
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

次
の
制
度
で
緊
急
経
済
対
策

を
二
月
一
日
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
８
４
商

工
観
光
担
当
FAX
（
７
４
）

２
８
３
３

勤
労
者
生
活
資
金
融
資

内
容　

勤
労
者
の
生
活
資
金

（
冠
婚
葬
祭
、
医
療
費
、
物

品
購
入
な
ど
）
の
貸
し
付
け

○
対
象
者
を
町
内
在
住
ま
た

は
町
内
事
業
所
勤
務
に
拡
大

○
融
資
限
度
額
を
二
百
万
円

ま
で
に
拡
大

中
央
労
働
金
庫
茅
ヶ
崎
支

店

（
８
７
）
８
８
２
２

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

注
意
事
項

●
注
射
は
雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

●
開
始
直
後
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
。
時
間
を
ず
ら
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪
が

抜
け
な
い
よ
う
に
引
き
綱
を
必

ず
付
け
、
会
場
で
は
短
く
持
っ

て
並
ん
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

●
注
射
の
と
き
に
犬
を
押
さ
え

ら
れ
る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ

さ
い
。
押
さ
え
ら
れ
な
い
場
合

は
注
射
が
受
け
さ
せ
ら
れ
ま
せ

ん
。

●
危
険
で
す
の
で
子
ど
も
の
同

伴
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任

を
も
っ
て
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。
尿
は
水
で
流
し
て
く

だ
さ
い
。

●
病
気
な
ど
で
注
射
が
受
け
さ

せ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
で
診
察
を
受
け
、
診
断
書
等

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
注
射
会
場
で
は
診
断
書

等
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

●
高
齢
の
犬
は
動
物
病
院
で
注

射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
動
物
病
院
で
接
種
す
る
場
合

も
愛
犬
手
帳
が
必
要
で
す
。
料

金
な
ど
詳
し
く
は
各
病
院
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
５
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

狂犬病予防集合注射会場
日　時 ９：30～11：00 13：30～14：30

４／７（火） 小動神社 菅田公園

８（水） 一之宮公園 倉見観音堂緑地

９（木） 倉見地域集会所 青少年広場

10（金） さむかわ中央公園調整池 貴船神社

23（木） 茅ヶ崎里山公園

※茅ヶ崎里山公園は西側駐車場で行います。

小
口
短
期
資
金
融
資

内
容　

小
規
模
事
業
者
の
事

業
資
金
の
貸
し
付
け

○
保
証
人
数
を
一
人
に
削
減

○
手
数
料
を
撤
廃

寒
川
町
商
工
会
（
７
５
）

０
１
８
５

中
小
企
業
信
用
保
証
料
補
助

内
容　

信
用
保
証
協
会
へ
支

払
う
信
用
保
証
料
に
対
す
る

補
助

○
補
助
限
度
額
を
二
十
万
円

に
拡
大
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国
民
健
康
保
険

　

退
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
健

康
保
険
か
ら
抜
け
た
場
合
な
ど

は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
や
結
婚
、
就
職
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
に
関
す
る
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
ま
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
た
人
が
就
職
な

ど
に
よ
り
、
ほ
か
の
健
康
保
険

制
度
に
加
入
し
た
り
、
扶
養
家

族
と
し
て
認
定
さ
れ
た
り
し
た

場
合
は
国
民
健
康
保
険
か
ら
脱

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を

退
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　
国
民
年
金

　

会
社
に
入
社
、
退
社
し
た
と

き
や
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た

り
、
外
れ
た
り
し
た
と
き
に
は

変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
種
別
に
よ
っ
て
必
要
書
類

や
届
け
出
先
が
異
な
り
ま
す
。

【
種
別
の
説
明
】

●
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業

者
、
農
林
漁
業
従
事
者
、
学
生
、

無
職
の
人
な
ど

●
第
２
号
被
保
険
者　

会
社
員
、

公
務
員

●
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

保
険
年
金
課

内
線
１
２
３

年
金
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

国民健康保険の手続き
こんなとき 必要なもの

加
入
す
る
と
き

ほかの市町村から転入してきたとき 前市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険などを脱退したとき
資格喪失証明書・退職証明書・離職票
のいずれか、印鑑

子どもが生まれたとき 通帳、印鑑

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、印鑑

脱
退
す
る
と
き

ほかの市町村へ転出するとき 保険証、通帳、印鑑

職場の健康保険などに加入したとき 保険証、職場の保険証、通帳、印鑑

死亡したとき
保険証、葬儀の領収書または会葬礼
状、通帳、印鑑

そ
の
ほ
か

保険料を口座振り替えで納めたいとき 預金通帳、口座の届け出印鑑

退職者医療制度に該当したとき 年金証書、保険証

住所、世帯主、氏名などが変わったとき 保険証、印鑑

世帯を分けたり、一緒にしたりした
とき

保険証、印鑑

保険証をなくしたり、破損して使え
なくなったりしたとき

破損した保険証、身分証明、印鑑

修学のため、子どもがほかの市町村
に住むとき

保険証、在学証明書または学生証、印鑑

国民年金の手続き
こんなとき 種　別 届け出先 持ち物

会社や役所などに就職した
とき

厚生年金に加入したとき
１号→２号
３号→２号

勤務先 年金手帳など

共済組合に加入したとき
１号→２号
３号→２号

勤務先 年金手帳など

１号→２号 保険年金課 印鑑、共済組合員証

被扶養配偶者 １号→３号 配偶者の勤務先 年金手帳など

会社や役所などを退職した
とき

本人 ２号→１号
保険年金課

印鑑、年金手帳、資格喪失証明書・離職証明な
ど資格喪失日か退職日の確認ができるもの

被扶養配偶者 ３号→１号 印鑑、年金手帳、資格喪失証明書など

会社を退職し配偶者の扶養になるとき（配偶者が第２号
被保険者の場合）

２号→３号 配偶者の勤務先 年金手帳など

第３号被保険者が配偶者の扶養から外れたとき（収入増
や離婚のとき）

３号→１号 保険年金課 印鑑、年金手帳、資格喪失証明書など

住所・氏名が変わったとき
１号 保険年金課 印鑑、年金手帳

３号 配偶者の勤務先 年金手帳など

任意加入するとき 任意

保険年金課

印鑑、年金手帳

保険料を納めるのが困難なとき
１号

印鑑、年金手帳など

学生で保険料を納めるのが困難なとき 学生証、年金手帳など

保険料を口座振り替えで納めたいとき １号、任意 金融機関、郵便局
預(貯)金通帳、口座の届け出印鑑、年金手帳か
納付書

※被保険者本人が署名する場合、印鑑は不要です。
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　町ホームページを通じて住民票の写しの交付申請など
ができます。ぜひご利用ください。
※いずれも事前登録が必要です。

●電子申請・届け出（住民票の写しの交付申請、公文書
公開請求など）

広報情報課 （７４）１１１１内線５５２情報システ
ム担当
●公共施設利用予約（さむかわ庭球場、野外・学校体育
施設の予約）

スポーツ振興課 内線５４２
●電子入札（工事・コンサル・物品・一般委託）

総務課 内線２１７契約担当

町　http://www.town.samukawa.kanagawa.jp
県　https://www.e-kanagawa.lg.jp/

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

七
十
〜
七
十
四
歳
の
人
で
高
齢

受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割

合
欄
が
「
二
割
（
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
一

割
）
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
窓
口

で
の
自
己
負
担
割
合
が
四
月
以

降
に
二
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

　

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

時
点
で
、
原
動
機
付
自
転
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
・
125
㏄
を
超

え
る
二
輪
車
・
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
乗
ら
な
く
な
っ
た
り
、
譲

渡
し
た
り
し
た
と
き
は
、
廃

車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

町
国
民
健
康
保
険

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

を
送
付

の
人
が
対
象

新
し
い
高
齢
受
給
者
証

軽
自
動
車
税
　
課
税
基
準
日
は
四
月
一
日

七
十
〜
七
十
四
歳予

定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
国
の
特
例
措
置

延
長
（
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
）
に

よ
り
四
月
以
降
も
一
割
に
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
高
齢
受
給
者
証

の
一
部
負
担
金
の
割
合
欄
が

「
二
割
（
平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
一
割
）
」
と

な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
三
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
今
回
お
送
り
す
る
高
齢

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
八

月
に
更
新
さ
れ
る
た
め
、
平
成

二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
（
そ

れ
以
前
に
七
十
五
歳
に
な
る
人

は
誕
生
日
の
前
日
）
と
な
り
ま

す
。保

険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

て
く
だ
さ
い
。

　

四
月
二
日
以
降
に
廃
車
・
名

義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
も
平

成
二
十
一
年
度
分
は
課
税
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失

し
た
り
、
盗
難
に
遭
っ
た
り
し

た
場
合
は
、
警
察
へ
届
け
出
を

し
て
か
ら
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

手
続
き
方
法

　

原
動
機
付
自
転
車
（
125
㏄
以

下
）
、
小
型
特
殊
自
動
車
は
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印
鑑
、
標

識
交
付
証
明
書
を
持
っ
て
税
務

課
へ
直
接

※
125
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
は

湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所

０
５
０
（
５
５
４
０
）

２
０
３
８
へ
、
軽
自
動
車
（
三

輪
・
四
輪
）
は
軽
自
動
車
検

査
協
会
神
奈
川
事
務
所
湘
南

支
所

０
４
６
３
（
５
４
）

８
８
２
５
へ
そ
れ
ぞ
れ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
１
８
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

の

高齢者受給者証
一部負担金の割合が
「２割（平成21年３月31日
までは１割）」と記載され
ている人に新しい受給者証
を送付します
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給
与
所
得
者
の
大
半
の
人
は
、

ど
ち
ら
の
税
金
も
給
料
か
ら
の

天
引
き
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

　
　
　
と
　
　
　
で
は
課
税
時
期
が

異
な
り
ま
す

い
つ
の
所
得
を
基
に
し
た
税
金

な
の
か
を
意
識
し
な
い
場
合
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

所
得
税
は
、
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
一
年
間
の
所
得
に
対

し
、
そ
の
年
中
に
税
金
を
納
め
、

過
不
足
分
に
つ
い
て
給
与
所
得

者
は
年
末
調
整
で
、
そ
れ
以
外

の
人
は
翌
年
三
月
の
確
定
申
告

で
そ
れ
ぞ
れ
精
算
し
ま
す
。

　

一
方
住
民
税
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
な
ど
で
確
定
し
た

所
得
等
を
基
に
翌
年
度
の
六
月

に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
課
税

し
ま
す
（
翌
年
度
賦
課
課
税
方

式
）
。

　

例
え
ば
大
学
を
卒
業
し
て
会

社
に
就
職
し
た
場
合
、
所
得
税

は
す
ぐ
に
給
与
天
引
き
さ
れ
ま

す
が
、
住
民
税
は
最
初
の
年
度

に
つ
い
て
は
前
年
の
所
得
が
な

い
の
で
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

逆
に
会
社
を
退
職
し
そ
の
後
収

入
が
な
く
て
も
、
前
年
の
所
得

が
あ
る
た
め
住
民
税
が
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
所
得
税
と
住
民

税
は
課
税
の
時
期
が
異
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
１
４
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

縦
覧

　

縦
覧
帳
簿
を
見
て
、
自
己
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
と
ほ
か
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
を
比
較
す

る
こ
と
で
、
価
格
が
適
正
か
ど

う
か
確
認
で
き
ま
す
。

と
き　

四
月
一
日
（
水
）
〜
六

月
一
日
（
月
）
午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

縦
覧
で
き
る
帳
簿

〈
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〉

内
容　

所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格

〈
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
〉

内
容　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

※
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
て
い

る
土
地
・
家
屋
に
限
り
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
代
理
人

必
要
な
物　

納
税
通
知
書
（
前

年
度
分
で
も
可
）
、
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状

※
土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
家
屋
（
土

地
）
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま

せ
ん
。

閲
覧

と
き　

四
月
一
日
（
水
）
か
ら

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

十
五
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

費
用　

六
月
一
日
ま
で
は
無
料
。

た
だ
し
借
地
人
、
借
家
人
は
有

料※
借
地
人
・
借
家
人
に
つ
い
て

は
、
賃
借
料
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

税
務
課

内
線
４
１
８
資
産

税
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

　
個
人
の
所
得
に
か
か
る
税
金
に
は
国
に
納
め
る
所
得
税
と
町
に
納

め
る
住
民
税
（
個
人
町
・
県
民
税
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
は
課
税
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
閲
覧
の
お
知
ら
せ

が
確
認
で

き
ま
す

閲覧条件一覧
閲覧できる人 対象となる固定資産 必要なもの

固定資産税の納税義務者 納税義務の対象となっ
ている固定資産

借地人 借りている土地
賃貸借契約書

借家人 借りている家屋とその
敷地である土地

所有者や破産管財人等の
固定資産を処分する権利
を有する人

権利の対象となってい
る固定資産 権利関係を示す書類

所
得
税

住
民
税

所得税と住民税の課税時期と納付時期（給与所得者の場合）

土
地
や
家
屋
の
評
価
額

12月に年末調整、または翌年
３月に確定申告により精算

年末調整や確定申告で確定し
た所得をもとに課税、納付
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と

事
業
仕
分
け
と
は

　

事
業
仕
分
け
と
は
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
、
町

で
実
施
し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
に
つ

い
て
、
「
そ
も
そ
も
必
要
な
の

か
」
、
「
必
要
で
あ
る
な
ら
ば

町
で
行
う
べ
き
か
。
民
間
に
任

せ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
、

「
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る

　
昨
年
十
一
月
八
日
に
実
施
し
た
事
業
仕
分
け
の
結
果
を
踏
ま
え
、
町
の
今
後
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

か
」
と
い
っ
た
視
点
で
、
事
業

の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
を
外
部

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
考
え
直

す
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
十
一
月
八
日
に
行
っ
た

事
業
仕
分
け
で
は
二
十
事
業
の

仕
分
け
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
仕
分
け
作
業
に
は
、

百
十
二
人
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し

た
。

仕
分
け
作
業

　

仕
分
け
作
業
は
二
班
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
担
当

す
る
町
の
職
員
が
町
民
な
ど
五

人
の
仕
分
け
人
に
説
明
し
、
事

業
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

一
つ
の
事
業
に
つ
い
て
三
十
分

程
度
の
時
間
で
一
定
の
結
論
を

出
し
ま
し
た
。

仕
分
け
の
結
果
と
町
の
方
針

　

仕
分
け
の
結
果
は
「
不
要
」
、

「
民
間
」
、
「
国
・
県
・
広

域
」
、
「
町
（
要
改
善
）
」
、

事
業
仕
分
け
の
結
果
　
今
後
の
町
の
方
針

「
町
（
現
行
ど
お
り
）
」
の
五

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

結
果
は
、
町
の
最
終
判
断
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

仕
分
け
の
結
果
や
議
論
の
内

容
を
踏
ま
え
、
事
業
見
直
し
の

貴
重
な
材
料
と
し
て
検
討
し
、

今
後
の
町
の
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。
そ
の
抜
粋
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　

事
業
仕
分
け
の
結
果
や
方
針

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
役
場
二

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
寒
川

総
合
図
書
館
、
各
公
民
館
等
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
部

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
４
５
行
財
政

改
革
推
進
担
当
FAX
（
７
４
）

９
１
４
１

h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.

sam
ukaw

a.kanagaw
a.jp/

事業名 平成19年度に
かかった費用 仕分け結果 町の方針 理由（主な改善内容） 事業名 平成19年度に

かかった費用 仕分け結果 町の方針 理由（主な改善内容）

広報さむかわ
等発行事業 23,176千円 町

（要改善）
町

（要改善）

広報の全戸配布に向けて
の調整や、広報の手段、
発行回数等を検討する。

ふれあい塾
運営事業 6,072千円 町

（要改善）
町

（要改善）

21年9月から町内の1つ
の小学校で児童クラブを
校舎内に設置し、本事業
との連携を図る。両事業
を実施する中で、メリッ
ト ・ デ メ リ ッ ト を 整 理
し、他校においての連携
の可能性を探る。

文書館運営事業 11,676千円 不　要 町
（要改善）

文書館の果たすべき責務
は今後さらに大きくなる
ため、本事業は継続とす
るが、23年度までに文書
館のあり方について検討
する。

公民館図書室
運営事業 14,794千円 不　要 不　要

総合図書館の分室として
図書検索、貸借ができる
ような環境を整備するこ
とにより図書室を廃止す
る。

少人数学級
実施事業 5,337千円 町

（要改善）
町

（要改善）

少人数学級の多面的な効
果・課題等を分析し、今
後の方向性を考えるとと
もに、より効果的な指導
方法を研究する。

小児医療費
助成事業 113,851千円 国･県･広域 町

（現行どおり）

医 療 費 は 、 広 域 （ 国 、
県）で統一されるべきで
あるが、町単独での廃止
は現実的ではないため、
本事業は現行どおりとす
る。関係機関等に引き続
き要望を行っていく。

自治会活動
支援事業 15,020千円 町

（要改善）
町

（要改善）

住民自治を進めるため補
助金のあり方を見直し、
公益的活動支援への転換
に向け検討する。早急な
自治会の自立を促す。

敬老会事業
（記念品） 2,499千円 不　要 不　要

敬老祝い金と重複する部
分 が あ る た め 、 廃 止 す
る。

観光協会
補助事業 18,687千円 不　要 町

（要改善）

外部からのオブザーバー
を迎え、観光（事業）プ
ランを21年度に作成し、
観光事業の進め方、それ
に伴う組織と事業内容を
整理する。

福祉タクシー
助成事業 5,077千円 町

（要改善）
町

（要改善）

利用者の考えや要望など
を把握するためアンケー
ト を 行 い 、 利 用 実 態 に
あった制度に改善する。
また、町全体の扶助に関
する事業について所得制
限の必要性について検討
する。

事業仕分けの様子

事業仕分けの結果と今後の町の方針（抜粋）
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広
報
さ
む
か
わ
が
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

寒
川
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

青
少
年
の
健
全
育
成
で
県
表
彰

　
今
年
で
十
八
回
目
を
数
え
る
観
光
協
会

主
催
の
寒
川
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
観
光
の
部
」
、

「
一
般
の
部
」
、
「
町
の
木
花
鳥
の
部
」

の
三
部
門
が
開
か
れ
、
合
計
百
八
十
四
点

の
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

町
観
光
協
会

（
７
５
）
９
０
５
１

h
ttp

://w
w

w
.t-s

a
m

u
k

a
w

a
.

o
r.jp

/~s-ka
n

ko
u
/

　
広
報
さ
む
か
わ
十
一
月
号
が
平
成
二
十

年
度
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報
紙
・
町
村

の
部
で
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
町
村
広
報
活

動
の
向
上
を
目
的
に
優
秀
な
作
品
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
県
で
は
昭
和
三
十
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
い
広
報
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
に
横
浜
市
磯
子
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
た
県
青
少
年
指
導
員
大
会
お
よ

び
二
月
に
地
球
市
民
か
な
が
わ
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
県
青
少
年
育
成
活
動
推
進
者

表
彰
式
で
町
青
少
年
指
導
員
の
大
矢
か
お

る
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
る
青
少
年
健
全
育

成
活
動
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

観光の部　特選「秋の境内」
柳森康さんの作品

町の木花鳥の部　特選「相模川風景」
白石春夫さんの作品

一般の部　特選「ゲット」
長田秀和さんの作品

受賞した大矢かおるさん
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自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た
め
に

認
知
症
を
地
域
で
支
え
る

井
出
一
浩
さ
ん
が
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
受
賞

関
東
東
海
花
の
展
覧
会

　
一
月
二
十
日
と
二
十
七
日
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
で
女
性
の
た
め
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
女
性
へ
の
暴
力

か
ら
身
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
講
師
の

大
沼
も
と
子
先
生
か
ら
護
身
術
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
参
加
者

は
十
五
人
。

相
手
を
不

意
打
ち
で

　
二
月
七
日
、
小
谷
集
会
所
で
「
や
さ

し
い
認
知
症
介
護
」
の
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
百
万

人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
一
環
と
し
て
町
と

小
谷
自
治
会

と
が
協
力
し

て
行
っ
た
も

の
で
、
当
日

は
約
三
十
人

が
参
加
し
ま

し
た
。

　
認
知
症
サ

驚
か
せ
た
り
、
手
を

つ
か
ま
れ
た
ら
大
き

な
声
を
出
し
た
り
す

る
な
ど
、
具
体
的
な

状
況
下
で
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
自
分
が
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、
実
技
を
交

え
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
体
を
動
か
し
て
大

き
な
声
を
出
し
た
の
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
を
し
っ
か
り

理
解
し
受
け
止
め
、
日
常
の
暮
ら
し
の

中
で
応
援
で
き
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
こ

と
で
す
。
講
演
会
終
了
後
に
は
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
し
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
自
分
が
な
っ
て
し
ま
う
か
分
か

ら
な
い
認
知
症
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
も

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
２
介
護
保

険
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

大きな声を出して
相手を威嚇

就寝中の護身術を実演

金賞二席を受賞した洋らん

小谷自治会で行われた様子

　
一
月
三
十
日
か
ら
二
月
一
日
に
か
け
て
、

東
京
都
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
八
回
関
東
東
海
花

の
展
覧
会
で
井
出
一
浩
さ
ん
（
宮
山
）
が

洋
ら
ん
の
部
で
金
賞
二
席
、
農
林
水
産
省

生
産
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
受
賞
し
た
井
出
さ
ん
の
ほ
か
に
町

か
ら
は
合
計
二
十
二
作
品
が
出
品
さ
れ
、

井
出
さ
ん
を
含
め
て
五
人
が
入
賞
し
ま
し

た
。

　
入
賞
部
門
と
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
洋
ら
ん
　
金
賞
二
席
　
井
出
一
浩
さ
ん

（
宮
山
）

○
花
苗
　
金
賞
五
席
　
相
田
一
博
さ
ん

（
田
端
）

○
一
般
切
花
　
金
賞
十
三
席
　
横
溝
隆
義

さ
ん
（
宮
山
）
、
銀
賞
　
佐
藤
好
夫
さ
ん

（
倉
見
）
、
銅
賞
　
小
菅
昭
義
さ
ん
（
宮

山
）

町
農
畜
産
物
立
毛
共
進
会
結
果

　
平
成
二
十
年
度
に
開
催
さ
れ
た
十
二
品

目
の
各
農
畜
産
物
の
生
育
状
況
や
栽
培
技

術
な
ど
を
審
査
す
る
農
畜
産
物
立
毛
共
進

会
の
褒
賞
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
各
部
門
の
優
等
賞
は
次

の
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。

促
成
ト
マ
ト
　
相
田
孝
さ
ん
（
田
端
）
、

マ
ス
ク
メ
ロ
ン
　
髙
瀬
龍
太
郎
さ
ん
（
宮

山
）
、
枝
豆
　
大
柳
忠
男
さ
ん
（
田
端
）
、

ナ
シ
　
井
出
勉
さ
ん
（
宮
山
）
、
鉢
物
　

谷
澤
正
勝
さ
ん
（
宮
山
）
、
促
成
イ
チ
ゴ

吉
川
元
治
さ
ん
（
倉
見
）
、
ネ
ギ
　
佐
藤

昭
宏
さ
ん
（
田
端
）
、
ホ
ウ
レ
ン
草
　
三

留
利
男
さ
ん
（
岡
田
）
、
小
松
菜
　
舛
水

勝
壽
さ
ん
（
田
端
）
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

福
岡
美
浩
さ
ん
（
宮
山
）
、
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
　
福
岡
誠
さ
ん
（
宮
山
）
、
乳
牛
育

成
　
大
川
善
廣
さ
ん
（
田
端
）
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わ
た
し
た
ち
は
毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
の
午
後
一
時
か

ら
四
時
三
十
分
ま
で
南
部
文
化
福
祉
会
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
赤
堀
笙
子
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
、
山
中
恵
さ
ん
と
宮

崎
香
織
さ
ん
の
伴
奏
で
、
発
声
の
基
本
や
楽
譜
の
読
み
方

な
ど
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
い
内
容
で
練
習
を
し
て
い

ま
す
。

　
団
員
は
現
在
十
六
人
で
、
全
員
五
十
歳
以
上
の
男
性
で

す
。
平
均
年
齢
は
六
十
八
歳
と
や
や
高
い
で
す
が
、
合
唱

が
好
き
な
人
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
の
活
動
の
ほ
か
に
公
民
館
ま
つ
り
や
産
業
ま
つ
り
、

各
種
演
奏
会
等
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
　

　
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
い
つ
か
ら
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
第
二
の
人
生
を
楽
し
み
た
い
人
や
若
い
人

も
大
歓
迎
で
す
。
見
学
も
自
由
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

篠
山

（
７
５
）
１
２
６
７

コーラスグループ

寒川男声合唱団

ハーモニーの楽しさを味わっています

被表彰者の皆さん

町
教
育
委
員
会
表
彰

町
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
貢
献
し
た
十
七
人
を
表
彰

被
表
彰
者

学
校
教
育
関
係

五
島
明
彦
さ
ん
（
旭
が
丘
中
学

校
学
校
医
）

小
島
康
義
さ
ん
（
寒
川
小
学
校

教
員
）

阪
岡
晋
吉
さ
ん
（
旭
小
学
校
校

長
）

金
井
明
美
さ
ん
（
旭
が
丘
中
学

校
教
員
）

竹
内
恵
美
子
さ
ん
（
旭
小
学
校

職
員
）

幼
児
教
育
関
係

藤
本
和
美
さ
ん
（
ふ
じ
幼
児
園

教
員
）

高
木
清
后
さ
ん
（
磯
川
学
園
倉

見
幼
稚
園
教
員
）

社
会
教
育
関
係

岡
本
時
男
さ
ん
（
青
少
年
指
導

員
）

金
子
隆
夫
さ
ん
（
同
右
）

阿
川
明
子
さ
ん
（
同
右
）

鳥
山
邦
子
さ
ん
（
同
右
）

加
藤
迪
夫
さ
ん
（
文
化
財
保
護

委
員
）

文
化
体
育
関
係

髙
田
大
吾
さ
ん
（
関
東
中
学
校

柔
道
大
会
男
子
個
人
戦
55
キ
ロ

グ
ラ
ム
級
第
三
位
）

竹
内
将
生
さ
ん
（
国
際
ジ
ュ
ニ

ア
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
バ

ン
タ
ム
Ａ
級
優
勝
）

野
田
櫻
さ
ん
（
県
青
少
年
空
手

道
選
手
権
大
会
小
学
三
年
生
女

子
形
優
勝
）

佐
藤
太
紀
さ
ん
（
県
青
少
年
創

意
く
ふ
う
展
覧
会
県
知
事
賞
受

賞
）

安
野
優
太
さ
ん
（
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
国
税

庁
長
官
賞
受
賞
）

（
順
不
同
）

　
二
月
十
日
、
町
教
育
委
員
会
表
彰
式
を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
の
教
育
や
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
人
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
、
今
年
は
十
七
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
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　町では、町ホームページ上でのバナー広告、公用車の側
面を利用しての広告を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。

〈バナー広告に関すること〉
広報情報課 内線２２２広報統計担当 FAX（７４)

９１４１
〈公用車広告に関すること〉

防災安全課 内線２５５管財担当 FAX（７４）９１４１

広告募集中

　

『
８
０
２
０
』
。
こ
の
数
字
は
八
十

歳
に
な
っ
て
も
二
十
本
以
上
の
歯
が
保

た
れ
て
い
る
こ
と
を
目
指
す
運
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　

「
子
ど
も
の
歯
は
生
え
替
わ
る
か
ら

か
ら
関
係
な
い
」
と
思
う
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
乳
歯
に
虫
歯

が
あ
る
子
ど
も
は
、
永
久
歯
に
生
え
替

わ
っ
た
後
も
虫
歯
が
出
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

虫
歯
の
原
因
の
一
つ
は
食
生
活
で
す
。

食
べ
物
や
飲
み
物
を
口
に
す
る
と
口
の

中
は
酸
性
に
な
り
ま
す
。
歯
は
と
て
も

硬
い
の
で
す
が
、
酸
に
は
弱
く
、
口
の

中
が
酸
性
に
な
る
と
虫
歯
に
な
り
や
す

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
時

間
が
た
つ
と
唾だ

液え
き

の
働
き
で
徐
々
に
中

和
さ
れ
、
虫
歯
に
な
る
の
を
防
い
で
く

れ
ま
す
。
し
か
し
中
和
さ
れ
る
前
に
食

べ
物
や
飲
み
物
を
口
に
す
る
と
、
口
の

中
は
酸
性
の
状
態
が
続
き
ま
す
。
口
に

し
た
も
の
が
甘
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
虫
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
の
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
飲
み
も
と
て
も
虫

歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

原
因
の
二
つ
目
は
生
活
習
慣
で
す
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
習
慣
が
な
い
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
し
て
い
て
も
仕
上
げ
磨
き
が
で

き
て
い
な
い
、
二
歳
を
過
ぎ
て
も
母
乳

が
続
い
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
虫
歯
に

な
り
や
す
い
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
ま
で
は
、

仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
う
が
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
剤

を
使
用
す
る
と
虫
歯
予
防
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

町
で
は一歳
六
か
月
児
と
三
歳
六
か
月

児
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
診
、二
歳
児

を
対
象
と
し
た
歯
科
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
口
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
歯
の
健
康
を
保
ち
、

『
８
０
２
０
』
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

虫
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
食
事
や
お
や
つ
は
決
ま
っ
た
時
間
に

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
習
慣
を
つ
け
る

・
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る

健
康
課

内
線
１
６
４
健
康
づ
く
り

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
歯
の
健
康
を
保
と
う

著　者　仲尾有加
出版社　新風舎

動物園で楽しいひとときを
～元・飼育係が語るとっておきエピソード～

㉙

　動物の飼育係をしていた著者の体験を基に、チ
ンパンジー、ライオン、レッサーパンダなどおなじ
みの動物たちのとっておきのエピソードが語られ
ています。飼育係の意外な仕事内容やそれぞれの
動物の見どころも紹介しています。久しく動物園に
行っていない人も、この本を読むとすぐにでも行き
たくなるはずです。

　１月、アメリカの新大統領に
バラク・オバマ氏が就任しまし
た。同氏は平成17年６月の米国
図書館協会年次大会の基調講演で、
「初めに、言葉があった」に始ま
り、図書館の重要性を強調してい
ます。
　またインドネシアから米国に戻ったとき「最初に
行きたかったのは図書館だった。マンハッタン公共
図書館がなかったら、わたしはシカゴにいなかった
だろう」と語っています。現在その演説のすばらし
さが称賛され、「オバマ演説集」がベストセラーに
なっています。
　図書館には、本や雑誌、新聞だけでなく視聴覚資
料やインターネット、外部データベースなど、読む
だけでなく見たり聴いたり調べたり、といろいろな
使い道があります。オバマ氏ではありませんが、図
書館は世界への窓を開き、人類の歴史を前進させ、
一方で地域の発展に視する資料を多数所蔵していま
す。これらの資料を生かすかどうかは、皆さん次第
です。ますますの来館、利用をお待ちしています。

寒川総合図書館 （７５）３６１５FAX（７５）３６６９

本の中から新しい発見をしよう

書館においでよこの本、
知ってる？

本棚のだ〜なの

石井図書館長
（図書館アドバイザー）

寒川総合図書館発信
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町
で
発
生
し
た
過
去
五
年
間
の
刑
法

犯
発
生
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
、
全
刑

法
犯
の
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
る
窃
盗
事
件
の
う
ち
空
き
巣
や
車
上

狙
い
な
ど
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
種
の
事
件
は
、
生
命
身
体
を
脅
か

す
凶
悪
事
件
に
も
発
展
す
る
お
そ
れ
が

強
い
こ
と
か
ら
、
町
に
と
っ
て
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
減
少
し
た

理
由
は
警
察
や
関
係
機
関
の
努
力
は
も

と
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と

い
っ
た
強
い
自
主
防
犯
意
識
を
持
っ
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
自
転
車
盗
な
ど
の
乗
り
物
盗

は
ま
だ
ま
だ
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
や
自
動
車
の
盗
難
予
防
対
策
を

し
っ
か
り
し
、
犯
罪
の
機
会
を
与
え
な

い
こ
と
が
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

今
回
で
防
犯
指
南

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
最

終
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
寒
川

町
の
将
来
を
見
据
え

た
犯
罪
の
な
い
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
力
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

防
災
安
全
課

内

線
２
５
１
防
災
安
全

担
当
FAX
（
７
４
）

９
１
４
１

譲ります
▶スキー板（２件）▶スキー靴（２件）▶短波ラ
ジオ▶ひな人形

求めます
▶さくら幼稚園女児制服一式▶男子用自転車▶倉
見幼稚園男児制服一式▶ワープロ▶倉見幼稚園女
児制服一式▶さくら幼稚園男児制服一式▶チャイ
ルドシート▶ベビーカー

【平成21年２月17日現在】
　不用品の登録や紹介は窓口、電話でお受けします。
情報は町のホームページにも掲載しています。不用品
の取引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間
は３カ月です。なお最新情報はお問い合わせください。

町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

　２月８日に投開票が行われた町議
会議員選挙の投票率は何パーセント
だったでしょう。

① ４５.６２
② ６５.６２
③ ５５.６２

　４月からビデオテープは可燃ごみとして回収します。
　正解は②でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。

柳春江さん（岡田）／𠮷田陽子さん（岡田）／三浦昭幸さん（倉見）

　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに３月号の答えと今月号の感想を
書いて３月13日（金）までに〒253−0196寒川町役場広
報情報課クイズさむかわ係へお送りください。

�

犯
罪
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た

2,935人	 104.8人/日
（前月比 9.5 人 / 日減）

2,922人	 104.4人/日
（前月比 26.4 人 / 日減）

１月の

コミュニティバス

利用状況

　農薬やペンキが入っている
ビンや缶は町では回収してい
ないよ。専門業者か買ったお
店に相談してね。
　中身を使い切ったビンや缶
は不燃ごみとして回収するよ。

環境課 内線４２２生活美
化担当FAX（７４）１３８５

農薬の入ったビン、
ペンキの入った缶

ごみのゲンゾウの

これって
何ごみ？

町の過去５年間の全刑法犯発生状況
手口

年度
全刑法犯
認知状況

主な街頭犯罪
空き巣・忍び込み 自動車盗・バイク盗 自転車盗 車上狙い ひったくり

平成16年中 1,148 79 114 131 158 31
17年中 816 50 76 157 61 18
18年中 628 48 68 119 59 13
19年中 614 32 93 136 36 15
20年中 601 35 76 163 25 6
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〈
さ
む
か
わ
元
気
プ
ラ
ン
推
進
委

員
会
〉

　
さ
む
か
わ
元
気
プ
ラ
ン
の
推
進

の
た
め
の
調
査
研
究
を
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
30
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

定
員
　
10
人
／
先
着
順

申
し
込
み
　
３
月
16
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
で

健
康
課

内
線
１
６
１
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

人
権
講
演
会

　
落
語
や
腹
話
術
で
楽
し
み
な
が

ら
人
権
の
話
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き
　
３
月
28
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

定
員
　
50
人
／
先
着
順

内
容
　
人
権
落
語
「
障
害
は
個

性
」
、
マ
ジ
ッ
ク
、
人
権
腹
話
術

「
や
ま
あ
ら
し
の
悩
み
・
・
・
い

じ
め
っ
て
何
」

講
師
　
岩
本
泰
治
さ
ん
　
相
模
演

芸
協
会
代
表
　
ほ
か

申
し
込
み
　
３
月
16
日
（
月
）
か

ら
生
涯
学
習
課
へ
電
話
か
直
接

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
１
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

〈
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
会
〉

と
き
　
４
月
12
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
湘
南
と
う
き
ゅ
う
ボ
ウ

ル（
藤
沢
市
遠
藤
滝
ノ
沢
６
９
８
ノ

10
　
湘
南
と
う
き
ゅ
う
Ｓ
Ｃ
）

対
象
　
県
内
在
住
（
横
浜
・
川
崎

市
を
除
く
）
の
４
月
１
日
時
点
で

13
歳
以
上
の
療
育
手
帳
所
持
者

〈
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
会
〉

と
き
　
４
月
12
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
（
厚
木
市
七
沢
５
１
６
）

対
象
　
県
内
在
住
（
横
浜
・
川
崎

市
を
除
く
）
の
４
月
１
日
時
点
で

13
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所

◦お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。
◦申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。
◦申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

◦役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

父親・母親教室　〜春コース〜
　初めて出産、子育てをする人のための教室です。
　妊娠安定期（６〜８カ月ごろ）の参加をおすすめします。

と　き 内　容

４月10日（金） 子育て支援情報案内
みんなでおしゃべりタイム

４月17日（金） 出産のはなし
妊婦体操

４月22日（水） 妊娠中の健康管理について

４月30日（木） 赤ちゃんのお世話

５月10日（日）
赤ちゃんのお風呂（人形を使った
赤ちゃんの入浴実習）
※定員20組

時間　午前９時30分〜正午（５／10のみ午前９時15分〜正午）
ところ　健康管理センター
持ち物　母子手帳、初日は体操のできる服装で
申し込み　３月９日（月）から健康課へ電話か直接

健康課 内線１６４健康づくり担当FAX（７４）５６１３

持
者

申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
３
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
福
祉
課
へ
電
話
か

直
接

〈
陸
上
競
技
会
〉

①
身
体
障
害
者
向
け

と
き
　
５
月
17
日
（
日
）

対
象
　
県
内
在
住
（
横
浜
・
川
崎

市
を
除
く
）
の
４
月
１
日
時
点
で

13
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者

②
知
的
障
害
者
向
け

と
き
　
５
月
24
日
（
日
）

対
象
　
県
内
在
住
（
横
浜
・
川
崎

市
を
除
く
）
の
４
月
１
日
時
点
で

13
歳
以
上
の
療
育
手
帳
所
持
者

と
こ
ろ
　
い
ず
れ
も
県
立
体
育
セ

ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
（
藤
沢
市
善

行
７
ノ
１
ノ
２
）

申
し
込
み
　
①
は
３
月
18
日（
水
）、

②
は
４
月
１
日（
水
）ま
で
に
同
課

へ
電
話
か
直
接

※
い
ず
れ
の
競
技
も
障
害
の
程

度
、
内
容
に
よ
っ
て
は
参
加
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

内
線
１
３
４
障
害
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３
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楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
町
内
を
歩
き
寒
川
の
新
た
な
魅

力
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
29
日
（
日
）

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
９
時
30

分
　
さ
む
か
わ
中
央
公
園

コ
ー
ス
　
さ
む
か
わ
中
央
公
園
〜

景
観
寺
〜
水
道
記
念
館
〜
寒
川
神

社
〜
さ
む
か
わ
中
央
公
園

申
し
込
み
　
３
月
19
日
（
木
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線

５
４
２
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

お
は
な
し
広
場

　
幼
児
向
け
の
紙
芝
居
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
13
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
15
分

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

春
休
み
・
小
学
生
ふ
く
し
体
験
会

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
で

楽
し
ん
だ
り
、
車
い
す
・
高
齢
者

擬
似
体
験
を
し
た
り
し
て
み
よ

う
。

と
き
　
３
月
27
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
４
・
５

年
生
　
40
人
／
先
着
順
（
教
師
や

保
護
者
の
見
学
も
可
）

内
容
　
ロ
ー
リ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
車
い
す
・
高
齢
者
疑
似
体
験

持
ち
物
　
上
履
き
、
筆
記
用
具
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
昼
食
、
参
加
記
念
品
あ
り
。

申
し
込
み
　
３
月
23
日
（
月
）
ま

で
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
電
話

か
直
接

（福）
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
７
４
）

７
６
２
１
FAX
（
７
４
）
５
７
１
６

学
校
給
食
調
理
員（
登
録
制
）

対
象
　
心
身
と
も
に
健
康
で
給
食

調
理
業
務
に
従
事
で
き
る
体
力
が

あ
る
人

勤
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理
、

食
器
の
洗
浄
な
ど

勤
務
期
間
　
月
14
日
以
内
　

勤
務
時
間
　
原
則
と
し
て
給
食
が

実
施
さ
れ
る
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

勤
務
場
所
　
町
立
小
学
校

賃
金
　
時
給
９
０
０
円

雇
用
方
法
　
登
録
期
間
中
（
平
成

21
年
度
末
ま
で
）
、
欠
員
が
生
じ

た
と
き
に
選
考
に
よ
り
決
定

※
調
理
経
験
や
調
理
師
免
許
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
３
月
10
日
（
火
）
か

ら
23
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
教
育

総
務
課
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
所
定
の
用
紙
に
写
真
を
張
り
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
同
課
へ

直
接教

育
総
務
課

内
線
５
１
３

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼
間
、

家
に
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

（
小
学
１
〜
３
年
生
）
を
対
象

に
、
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
を
通
し
て
、
成
長
の

手
助
け
を
す
る
仕
事
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
午
後

１
時
〜
６
時（
土
曜
日
、春
・
夏
・
冬

休
み
期
間
中
は
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
）

勤
務
場
所
　
寒
川
小
学
校
区
児
童

ク
ラ
ブ
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ
（
寒
川

町
公
民
館
内
）

対
象
　
週
２
〜
３
日
程
度
勤
務
で

き
る
健
康
で
明
る
い
子
ど
も
好
き

な
人
（
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
等

の
資
格
を
有
す
る
人
を
優
先
し
ま

す
）

時
給
　
８
０
０
円
（
平
成
21
年
４

月
以
降
）

申
し
込
み
　
同
ク
ラ
ブ
へ
電
話
で

寒
川
小
学
校
区
児
童
ク
ラ
ブ

あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ

（
７
４
）

６
５
７
５
（
午
後
２
時
〜
６
時
）

　平成23年７月までに地上アナログテレビ放送は終了し、地
上デジタルテレビ放送に全面移行します。
　それに伴って、テレビの地上デジタル放送対応やアンテナ交
換などを口実にした詐欺が発生しています。身に覚えのない工
事や代金請求にはご注意ください。
　地上デジタル放送に関して、総務省やテレビ局等がお金を請
求することは一切ありません。このような請求を受けたときは
すぐに支払わず、総合通信局（総務省の地域機関）や警察、消
費生活センターへ相談してください。
　地上デジタル放送全般については、総務省地上デジタルテレ
ビジョン放送受信相談センターへお問い合わせください。

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター
０５７０（０７）０１０１（平日午前９時〜午後９時、土・

日・祝日午前９時〜午後６時）
※つながらない場合 ０３（４３３４）１１１１

地デジであなたをだます詐欺にご注意ください
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線
引
き
変
更
の
素
案
閲
覧

　
県
で
は
市
街
化
区
域
お
よ
び
市

街
化
調
整
区
域
な
ど
に
関
す
る
都

市
計
画
（
線
引
き
）
の
変
更
に
つ

い
て
、
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　
次
の
と
お
り
素
案
の
閲
覧
が
で

き
ま
す
。
公
聴
会
で
公
述
を
希
望

す
る
人
は
、
期
限
ま
で
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

〈
県
素
案
の
閲
覧
・
公
述
申
し
出
〉

と
き
　
３
月
６
日
（
金
）
〜
27
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）

と
こ
ろ
　
県
都
市
計
画
課
、
町
都

市
計
画
課

内
容
　
区
域
区
分
（
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
と
の
区
分
）

の
変
更
ほ
か

〈
公
聴
会
〉

と
き
　
５
月
22
日
（
金
）
午
後
７

時
〜
９
時

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

公
述
人
　
10
人
程
度

県
都
市
計
画
課

０
４
５
（
２

１
０
）
６
１
７
５

都
市
計
画
課

内
線
２
７
４
都

市
計
画
担
当
FAX（
７
４
）２
８
３
３

平
成
21
年
度

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
交
付

　
在
宅
重
度
障
害
者
の
社
会
参
加

に
役
立
つ
よ
う
タ
ク
シ
ー
の
基
本

料
金
助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
下

肢
、
体
幹
機
能
、
視
覚
障
害
２
級

以
上
の
人
、
上
肢
、
内
部
機
能
障

害
１
級
の
人
●
療
育
手
帳
Ａ
を

持
っ
て
い
る
人
ま
た
は
知
能
指
数

が
35
以
下
と
判
定
さ
れ
た
人
●
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
所
持
者

交
付
枚
数
　
月
４
枚
（
申
請
月
か

ら
年
度
末
月
分
ま
で
一
括
交
付
）

申
し
込
み
　
４
月
１
日
以
降
に
①

身
体
障
害
者
手
帳
②
療
育
手
帳
③

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
い
ず

れ
か
（
①
と
③
両
方
所
持
者
は
両

方
）
を
持
っ
て
福
祉
課
へ
直
接

※
普
通
自
動
車
税
減
免
、
軽
自
動

車
税
減
免
と
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

券
交
付
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
交
付

す
る
と
き
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト

を
し
ま
す
。

福
祉
課

内
線
１
３
４
障
害
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

ち
び
っ
こ
絵
画
教
室

　
手
提
げ
か
ば
ん
に
好
き
な
絵
を

描
こ
う
。

と
き
　
３
月
28
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

持
ち
物
　
絵
の
具
セ
ッ
ト
、
作
品

を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
３
月
14
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

男
の
料
理
教
室

　
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
健
康
食

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
28
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
男
性

15
人
／
先
着
順

講
師
　
町
食
生
活
改
善
推
進
団
体

会
員

費
用
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

申
し
込
み
　
３
月
13
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

こ
と
ば
絵
教
室

　
言
葉
と
絵
を
紙
に
描
い
て
、
一

つ
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
ば

絵
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
25
日
（
水
）
、
27
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
人
　

20
人
／
先
着
順
　

講
師
　
谷
澤
保
さ
ん
　
画
家

持
ち
物
　
筆
、
墨
、
絵
の
具
、
画

用
紙
か
小
さ
い
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

申
し
込
み
　
３
月
14
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
体
を
動
か

す
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
親
子
で
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
４
月
10
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
11
時

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
１
歳
６
カ
月
〜
未
就
園
児

と
そ
の
親
　
20
組
／
先
着
順

講
師
　
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
究
セ
ン

タ
ー
認
定
指
導
者

申
し
込
み
　
３
月
17
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

春
休
み
こ
ど
も
手
芸
教
室

　
ペ
ン
ケ
ー
ス
を
作
ろ
う
。

と
き
　
３
月
27
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

講
師
　
橋
口
節
子
さ
ん
　
町
手
工

芸
愛
好
会
会
員

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
一
式
、
弁

当
、
飲
み
物

申
し
込
み
　
３
月
13
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７
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高
齢
者
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
教
室

　
転
倒
し
な
い
体
づ
く
り
や
物
忘

れ
予
防
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き
　
４
〜
９
月
ま
で
の
毎
月
２

回
原
則
月
曜
日
（
全
12
回
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分
ご
ろ

※
会
場
の
都
合
で
ほ
か
の
曜
日
に

な
る
場
合
あ
り
。

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

な
い
人
　
各
コ
ー
ス
20
人
／
抽
選

３月　
１日㈰ 春の火災予防運動[〜７日]／春季消防団参集訓練／資料保存活

用講演会

２日㈪ 税夜間納税窓口[〜６日]／子育て広場

３日㈫ ステップアップPR講座／１歳６か月児健康診査

４日㈬ 障害福祉計画見直し検討委員会

５日㈭ ７か月児相談

６日㈮ 家庭教育講演会

７日㈯
税休日納税窓口／おはなし図書館／こども囲碁・将棋教室／
ニュースポーツ体験講習会／おはなし会（寒川総合図書館）／文
教大学出張講座

８日㈰ 観光・農作物収穫ウオーク／寒川文書館企画展「広報さむかわの
60年」[〜８月30日]

９日㈪ 献血

10日㈫ 町立中学校卒業式／食生活改善推進員養成講座⑦

11日㈬ ２歳児歯科相談／運動ボランティア体操教室

12日㈭ あそびの広場

13日㈮ ステップ・アップ研修会／読み聞かせ講習会／機能訓練ことば

14日㈯
百人一首かるた教室／南部生涯学習フォークダンス初心者講習
会／ちびっこクッキング教室／寒川文書館企画展展示説明会／
おはなし会（寒川総合図書館）／文教大学出張講座

15日㈰ 団塊の世代応援講座

16日㈪

17日㈫ ３歳６か月児健康診査

18日㈬ 子どもの心の相談

19日㈭ 町立小学校卒業式／読み聞かせ講習会／幼児食教室

20日㈮ 寒川総合図書館企画展示「人気絵本１００選」
[〜４月19日] 春分の日

21日㈯ おはなし会（寒川総合図書館）／文教大学出張講座

22日㈰

23日㈪

24日㈫

25日㈬ 町立小・中学校修了式／こども工作教室／骨密度測定／運動ボ
ランティア体操教室

26日㈭

27日㈮ 育児相談

28日㈯
臨時窓口開庁／南部生涯学習フォークダンス初心者講習会／こ
ども絵画教室／おはなし会（寒川総合図書館）／人権講演会／男
の料理教室

29日㈰ 臨時窓口開庁／おはなし会（寒川総合図書館）

30日㈪ さむかわ元気プラン推進委員会

31日㈫ 国民健康保険料、保育料、介護保険料、後期高齢者医療保険料、清
掃手数料定額制第４期納付期限

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報
を放送しています。

放送日 毎週月曜日　９：00〜９：30

再放送 毎週水曜日　20：30〜 21：00

　　　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジ
タル11ch、アナログ２ch）で、町の紹介をし
ています。
　今月は「町の広報活動」です。

放送日 ３月９日（月）〜21日（土）
８ ：30〜８ ：45　　12：00〜12：15
17：00〜17：15　　23：00〜23：15

町 の 情 報 ・ 紹 介

※
住
所
に
よ
り
北
部
・
南
部
コ
ー

ス
に
分
け
ま
す
。

費
用
　
１
回
７
０
０
円
（
教
材

費
、
昼
食
代
）

※
希
望
者
に
は
自
宅
か
ら
送
迎

（
片
道
50
円
）
あ
り
。

申
し
込
み
　
３
月
23
日
（
月
）
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
電
話
か
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
２
介

護
保
険
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

盆
栽
講
習
会

　
松
柏
類
の
整
枝
剪せ

ん

定て
い

を
し
ま

す
。
育
て
て
い
る
盆
栽
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

と
き
　
３
月
29
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

町
盆
栽
会
　
三
澤

（
７
５
）

３
７
０
４
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／
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寒川町食生活改善推進団体　濵田 （７５）１８０６

①ニンジンはすりおろしておく。

②ボウルに牛乳とスキムミルクを混ぜ、①、

プレーンヨーグルト、ホットケーキミッ

クス、卵、サラダ油を加えてダマになら

ないようによく混ぜる。

③180ml程度のカップなどに②を分け入

れ、ゆであずきをのせ、竹ぐしでひと回

しし、13〜15分蒸す。

作り方

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人　口 4 7 , 7 1 6 人	（1 9人増）

世　帯 1 7 , 8 9 0 世帯	（1 4世帯増）
（　）内は前月との比較　

２月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

おいしく楽しく健康に

　２月３日、節分に合わせ、一之宮八幡大

神で、節分祭こども豆まき行事が行われま

した。

　豆をまいたのは、地域の子どもたち。

「鬼は外、福は内」と元気に声を上げな

がら、鬼に向かっ

て豆をまきました。

冬の寒空の中、約

400人が集まり盛大

に行われました。

　また寒川神社で

も節分祭が行われ

ました。

　今年の年男年女な

ど約300人が太鼓の

音に合わせ、豆をま

くと、会場は大いに

にぎわいました。

ヨーグルトカッ
プケーキ（ひな祭りに）

お子さんと一緒に作ってみてください。

　昨年後半からの大変な経済不況の中、寒川町
の平成21年度予算案ができました。
　歳入減が見込まれる中で、実施しなければな
らない事業が山積している厳しい編成作業でし
たが、各担当職員は「事業の知恵は各事業担当
者にあり」を実践し、例年以上に知恵を絞った、
まさに「職員全員で予算を作る」という取り組
みが行われた予算編成でした。
　今回の予算編成で初めて導入したインセン
ティブ（提案の評価）予算要求。行政サービス
の質を落とさず歳出削減に取り組むなど、今ま
で以上に創意工夫をこらした予算要求を行った
担当に対し、わたしが評価し、年末の仕事納め
式にインセンティブ予算要求認定書を４課５担
当に授与し、表彰しました。

Letter from SAMUKAWA

ニンジン　１/２本／牛乳　50ml／スキムミルク　大さ
じ２／プレーンヨーグルト　50g／ホットケーキミック
ス　150g／卵　１個／サラダ油　大さじ１／ゆであず
き　100g

材料　４人分
１人分あたり278kcal・塩分0.6ｇ

表彰を受けた担当職員

町長からの
手紙


